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戦
争
直
後
ス
タ
ー
リ
ン
は
一
○
月
か
ら
一
月
半
ほ
ど
の
長
期
休
暇
を
取
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
ス
タ
ー
リ
ン
の
健
康
問
題
を
め
ぐ
る
憶

測
を
呼
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
う
で
な
く
と
も
戦
後
国
際
関
係
の
変
化
は
ソ
連
指
導
部
内
の
微
妙
な
関
係
の
変
化
を
招
い
て
い
た
。
勝
利

に
貢
献
し
た
ジ
ュ
ー
コ
フ
な
ど
の
軍
人
や
外
交
官
、
あ
る
い
は
核
開
発
を
め
ぐ
る
ベ
リ
ャ
の
台
頭
が
生
じ
た
。
戦
前
か
ら
の
党
官
僚
あ
が

り
に
た
い
し
て
ジ
ダ
ー
ノ
フ
な
ど
戦
中
世
代
も
浮
か
び
上
が
っ
て
い
た
。

さ
ら
に
そ
れ
は
ク
レ
ム
リ
ン
内
部
で
の
意
見
の
相
違
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
政
治
的
掌
握
度
と
も
関
連
し
て
い
た
。
な
か
で
も
四
五
年
八
月

に
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
将
軍
が
モ
ス
ク
ワ
を
訪
問
し
た
見
返
り
と
し
て
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
将
軍
の
答
礼
を
す
べ
き
か
ど
う
か
の
問
題
が
生
じ
た
。

た
し
か
に
九
月
初
旬
、
ア
メ
リ
カ
政
府
か
ら
の
招
待
状
を
呈
し
た
臨
時
大
使
ケ
ナ
ン
に
た
い
し
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
将
軍
へ
の
招
待
を
い
つ

モ
ス
ク
ワ
外
相
会
議
二
九
四
五
年
一
二
月
）
再
考
（
下
）
（
下
斗
米
）

一一一

第
五
モ
ス
ク
ワ
の
不
和

モ
ス
ク
ワ
外
相
会
議
（
一
九
四
五
年
一
二
月
）
再
考
（
下
）

ｌ
日
本
占
領
、
核
開
発
、
お
よ
び
冷
戦
の
起
源
Ｉ

下
斗
米

伸

夫
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四

（
１
）
 

た
ん
ス
タ
ー
リ
ン
は
許
可
し
た
。
こ
の
む
ね
ビ
シ
ン
ス
キ
ー
次
官
か
ら
の
九
月
初
旬
に
返
答
し
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
の
文
瞥
を
観
た
ペ
チ
ャ

ト
ノ
フ
も
、
と
り
あ
え
ず
ロ
ン
ド
ン
の
モ
ロ
ト
フ
外
相
に
意
見
を
聞
い
た
う
え
で
、
返
答
を
え
て
ジ
ュ
ー
コ
フ
の
旅
行
を
九
月
一
七
日
に

（
２
）
 

認
め
た
と
あ
る
。
し
か
し
ジ
ュ
ー
コ
フ
は
健
康
上
の
理
由
を
挙
げ
て
、
こ
の
招
待
を
ス
タ
ー
リ
ン
に
断
っ
た
の
で
あ
る
。
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ

ー
は
確
か
に
ジ
ュ
ー
コ
フ
は
健
康
に
懸
念
を
示
し
た
と
回
想
で
も
書
い
た
。
だ
が
明
ら
か
に
モ
ス
ク
ワ
は
そ
の
後
彼
の
訪
問
に
関
心
を
失

っ
て
い
た
。
四
六
年
三
月
に
も
新
大
使
Ｗ
・
Ｂ
・
ス
ミ
ス
が
再
度
ジ
ュ
ー
コ
フ
訪
米
を
要
請
し
た
が
、
実
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
ジ
ュ

１
コ
フ
が
左
遷
さ
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
を
観
る
と
、
あ
き
ら
か
に
何
ら
か
の
問
題
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
六
月
九
日
、
ジ
ュ
ー
コ

フ
は
陸
軍
司
令
官
と
武
力
相
次
官
か
ら
解
任
さ
れ
た
。
同
省
の
長
官
と
大
元
帥
で
あ
っ
た
ス
タ
ー
リ
ン
は
三
日
の
命
令
で
、
ジ
ュ
ー
コ
フ

（
３
）
 

は
慎
重
さ
を
失
い
、
「
野
心
」
が
有
り
、
第
一
一
次
世
界
大
戦
で
の
理
由
な
い
功
績
を
部
下
に
ひ
け
ら
か
し
た
、
と
説
明
し
た
。

さ
ら
に
は
翌
年
二
月
の
党
中
央
委
員
会
総
会
で
ジ
ュ
ー
コ
フ
は
外
交
官
マ
イ
ス
キ
ー
ら
と
並
ん
で
党
中
央
委
員
候
補
か
ら
、
相
応
し
い

党
務
を
や
っ
て
こ
な
か
っ
た
と
し
て
解
任
さ
れ
た
。
総
会
で
は
ジ
ダ
ー
ノ
フ
書
記
が
、
「
党
の
関
係
で
準
備
で
き
て
い
な
か
っ
た
」
と
説

明
し
た
。
ジ
ュ
ー
コ
フ
は
、
陸
軍
司
令
官
か
ら
の
解
任
は
中
侮
で
あ
り
、
ま
た
党
で
の
処
分
は
不
当
で
あ
る
と
い
う
手
紙
を
送
っ
た
。
し

（
１
）
 

か
し
四
八
年
一
月
に
は
党
か
ら
除
名
、
オ
デ
ッ
サ
軍
管
区
司
〈
祠
官
か
ら
も
解
任
さ
れ
た
。

こ
の
問
題
の
根
は
、
連
合
国
と
の
関
係
に
か
か
わ
っ
た
ジ
ュ
ー
コ
フ
の
よ
う
な
軍
人
や
、
モ
ロ
ト
フ
、
リ
ト
ビ
ノ
フ
と
い
っ
た
外
交
官

と
、
と
く
に
核
問
題
を
め
ぐ
っ
て
英
米
に
強
固
な
態
度
を
取
り
始
め
た
ス
タ
ー
リ
ン
と
の
違
い
で
あ
っ
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
は
ロ
ン
ド
ン
外

相
会
議
で
、
モ
ロ
ト
フ
外
相
が
十
分
ソ
連
側
の
立
場
を
主
張
し
な
か
っ
た
、
と
密
か
に
非
難
し
て
い
た
。
こ
の
些
細
な
対
立
は
一
二
月
に

な
っ
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
が
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
一
○
月
か
ら
一
月
半
ほ
ど
の
間
の
休
暇
中
に
政
権
を
預
か
っ
て
い
た
時
に
モ
ロ
ト
フ
が
犯
し

た
過
誤
と
し
て
問
題
化
す
る
。
と
く
に
一
○
月
末
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
な
ど
欧
米
メ
デ
ィ
ア
の
検
閲
強
化
に
た
い
す
る
抗
議
に
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応
じ
て
こ
れ
を
緩
和
し
た
こ
と
が
論
点
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
で
一
二
月
始
め
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
モ
ロ
ト
フ
の
「
リ
ベ
ラ
ル
」
な
態
度

は
誤
り
で
あ
る
と
非
難
し
た
。
問
題
は
、
そ
の
後
モ
ロ
ト
フ
外
相
に
対
す
る
、
マ
レ
ン
コ
フ
、
ミ
コ
ャ
ン
、
そ
し
て
ベ
リ
ャ
と
い
う
最
高

（
５
）
 

首
脳
陣
か
ら
の
難
詰
へ
と
発
展
し
た
。
問
題
は
ロ
ン
ド
ン
外
相
〈
云
議
の
桑
占
い
に
遡
及
し
て
批
判
さ
れ
た
。

ロ
ン
ド
ン
外
相
会
議
の
時
モ
ロ
ト
フ
外
相
は
ス
タ
ー
リ
ン
の
指
示
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
国
と
フ
ラ
ン
ス
が
、
イ
タ
リ
ア
、
ル
ー
マ
ー
ー

ァ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
と
の
平
和
条
約
》
交
渉
に
英
米
ソ
と
と
も
に
す
べ
て
参
加
し
て
か
ま
わ
な
い
、
と
発
言
し
た
ば
か
り
で
あ

る
。
こ
れ
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
で
の
ス
タ
ー
リ
ン
の
発
言
と
相
違
し
て
お
り
、
最
高
指
導
者
と
の
意
見
の
食
い
違
い
を
」
砕
外
に
示
し
た
こ
と

に
な
っ
た
。
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
で
は
、
イ
タ
リ
ア
問
題
に
つ
い
て
の
み
フ
ラ
ン
ス
が
、
対
日
問
題
に
つ
い
て
中
国
の
参
加
が
許
さ
れ
て
い
た

（
６
）
 

に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
連
の
交
渉
で
、
モ
ロ
ト
フ
は
ソ
連
政
府
の
立
場
か
詞
ｂ
後
退
し
、
英
米
に
従
っ
て
い
る
と
、
ス
タ
ー
リ
ン

が
批
判
し
て
以
降
、
他
の
政
治
局
員
達
も
ま
た
モ
ロ
ト
フ
批
判
を
強
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

モ
ロ
ト
フ
の
回
想
に
よ
る
と
戦
後
ス
タ
ー
リ
ン
は
休
暇
を
取
ら
な
か
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
実
は
一
○
月
は
じ
め
ス
タ
ー
リ
ン
は

最
初
の
発
作
に
見
舞
わ
れ
、
南
部
で
休
養
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
政
権
は
一
時
モ
ロ
ト
フ
が
預
か
っ
た
。
こ
こ
で
後
継
問
題
を
め
ぐ
る
憶

測
が
外
国
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
発
作
自
体
は
た
い
し
た
こ
と
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を
め
ぐ
り
ス
タ
ー
リ
ン
と
モ
ロ

（
７
）
 

ト
フ
と
の
関
係
は
悪
化
し
た
。
一
一
月
の
革
命
記
念
日
、
モ
ロ
ト
フ
は
外
務
省
の
検
閲
緩
和
を
発
表
し
た
｝
」
と
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。

’
二
月
の
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
な
ど
は
後
継
者
問
題
に
論
及
し
、
ス
タ
ー
リ
ン
が
休
暇
で
も
政
治
問
題
を
処
理
で
き
る
人
々

が
い
る
、
と
い
う
「
ロ
シ
ア
人
」
の
談
話
を
掲
げ
た
。
モ
ロ
ト
フ
外
相
や
ジ
ュ
ー
コ
フ
賞
賛
の
記
事
も
ま
た
流
れ
た
。

実
際
こ
の
と
き
、
ソ
連
大
使
館
で
は
、
こ
の
情
報
を
め
ぐ
っ
て
ス
タ
ー
リ
ン
の
地
位
に
揺
ら
ぎ
が
あ
る
と
す
る
ケ
ナ
ン
と
、
ス
タ
ー
リ

ン
は
モ
ロ
ト
フ
を
首
相
に
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
を
国
防
相
に
す
る
可
能
性
は
あ
る
も
の
の
ス
タ
ー
リ
ン
の
地
位
に
は
い
っ
さ
い
変
化
が
な
い
、

モ
ス
ク
ワ
外
相
会
議
二
九
四
五
年
一
二
月
）
再
考
（
下
）
（
下
斗
米
）

五
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（
皿
）

指
髭
洞
し
た
の
で
あ
る
。

ハ
リ
マ
ン
大
使
は
、

を
改
め
て
知
ら
せ
た
。

そ
の
こ
ろ
ハ
リ
マ
ン
大
使
は
、
知
米
派
の
リ
ト
ビ
ノ
フ
次
官
か
ら
、
米
ソ
函
困
係
の
状
況
が
悪
化
し
て
い
る
と
い
う
感
触
を
得
ぺ
一
一
月

一
一
二
日
本
国
に
打
電
し
て
い
た
。
リ
ト
ピ
ノ
フ
が
駐
米
’
大
使
か
ら
召
還
さ
れ
た
二
年
間
で
、
状
況
は
よ
り
悪
く
な
っ
た
。
た
と
え
日
本
間

（
９
）
 

題
を
解
決
し
て
も
、
別
問
題
が
出
て
く
る
。
｝
」
う
な
っ
て
は
何
も
で
き
な
い
、
と
い
う
轌
但
極
論
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
ソ
連
の
政
策
が
急
速
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
一
○
月
三
○
日
、
ハ
リ
マ
ン
大
使
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
で
、
か

っ
て
は
ハ
リ
マ
ン
大
使
と
ト
ロ
ッ
キ
ー
と
の
通
訳
を
つ
と
め
た
革
命
家
ゲ
オ
ル
ギ
ー
・
ア
ン
ド
レ
イ
チ
ン
か
ら
も
大
使
館
で
聞
い
て
い
た
。

彼
に
よ
る
と
、
ソ
連
は
、
ア
メ
リ
カ
の
核
所
有
に
篤
き
、
そ
の
弱
さ
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
、
こ
の
弱
さ
を
隠
す
た
め
に
強
硬
な
態
度
が
出

る
の
だ
、
と
指
摘
し
た
。
ブ
ル
ガ
リ
ア
問
題
と
核
問
題
、
対
日
問
題
な
ど
で
の
孤
立
策
は
す
べ
て
一
本
の
糸
で
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を

始
め
た
。

法
学
志
林
第
一
○
二
巻
第
三
・
四
合
併
号

一ハ
（
８
）
 

と
す
る
ハ
リ
マ
ン
と
の
間
で
論
議
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

一
九
四
五
年
ム
コ
時
、
ソ
連
外
》
交
官
の
米
国
な
ど
と
の
や
り
と
り
は
、
僅
か
数
人
の
政
治
局
員
の
み
が
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、

極
東
委
員
会
問
題
で
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
、
モ
ロ
ト
フ
以
外
に
は
、
ミ
コ
ャ
ン
、
ベ
リ
ャ
（
秘
密
警
察
）
、
マ
レ
ン
コ
フ
が
こ
れ
を
見
て
い

た
。
外
務
次
官
で
は
ビ
シ
ン
ス
キ
ー
、
ロ
ゾ
フ
ス
キ
ー
、
デ
カ
ノ
ゾ
フ
が
こ
れ
を
読
む
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
う
ち
ス
タ
ー
リ
ン
不
在
の

折
政
治
局
で
は
「
四
名
委
員
会
」
が
党
務
を
監
督
し
た
が
、
モ
ロ
ト
フ
、
ベ
リ
ャ
、
ミ
コ
ャ
ン
、
そ
し
て
マ
レ
ン
コ
フ
が
入
っ
て
い
た
。

も
っ
と
も
、
モ
ロ
ト
フ
が
批
判
さ
れ
る
に
反
比
例
し
て
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
攻
防
の
立
役
者
、
ジ
ダ
ー
ノ
フ
が
台
頭
、
こ
の
過
程
に
か
み

二
月
七
日
に
お
く
っ
た
パ
ー
ン
ズ
長
官
へ
の
メ
モ
で
、
原
爆
が
ソ
連
指
導
者
に
与
え
た
イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
さ

．
戦
勝
に
も
か
か
わ
ら
ず
）
、
突
然
そ
こ
に
核
爆
弾
が
現
れ
た
た
め
ソ
連
赤
軍
の
力
は
相
殺
さ
れ
た
。
彼
ら
は
古

Hosei University Repository



三
○
日
、
米
国
側
は
モ
ロ
ト
フ
外
相
に
、
対
日
統
制
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
新
し
い
米
国
側
の
提
案
、
「
極
東
諮
問
委
員
会
の
活
動
条

件
の
変
更
に
つ
い
て
」
を
提
出
し
た
。
こ
れ
は
基
本
的
に
対
日
問
題
は
二
国
間
で
行
う
こ
と
と
し
、
委
員
会
と
理
事
会
と
の
区
別
は
な
い

が
呼
称
を
変
え
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
正
確
に
は
連
合
軍
事
評
議
会
と
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
司
令
官
の
諮
問
に
応
じ
、
降
伏
と

〈
凪
）

占
領
の
問
題
を
扱
う
こ
と
に
な
っ
た
。
司
令
官
は
ア
メ
リ
カ
、
ソ
連
、
中
国
、
英
国
が
成
員
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ち
な
み
に
そ
の
時
、
日
本
極
東
委
員
会
の
活
動
で
は
、
モ
ロ
ト
フ
外
相
は
大
使
の
考
え
を
支
持
し
、
米
国
が
多
数
派
に
入
っ
て
い
れ
ば

委
員
会
は
多
数
決
方
式
を
採
用
し
て
も
良
い
と
い
う
考
え
を
示
唆
し
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
に
は
政
治
局
の
「
四
名
委
員
会
」
に
お

け
る
他
の
三
名
の
成
員
（
ベ
リ
ャ
、
ミ
コ
ャ
ン
、
マ
レ
ン
コ
フ
）
も
賛
成
し
て
い
た
。

し
か
し
ス
タ
ー
リ
ン
は
こ
の
時
、
別
荘
地
か
ら
こ
の
妥
協
策
に
強
く
抗
議
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
一
一
月
四
日
の
政
治
局
で
の
三
名
は

く
Ｍ
）

意
見
を
変
え
た
。
決
議
も
ま
た
モ
ロ
ト
フ
の
譲
歩
を
批
判
、
政
府
の
立
場
か
ら
後
退
す
べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
。

く
か
ら
の
ロ
シ
ア
の
安
全
保
障
面
で
の
不
十
女
を
感
じ
た
に
違
い
な
い
。
モ
ロ
ト
フ
の
ロ
ン
ド
ン
で
の
突
然
の
強
硬
さ
も
こ
れ
で
説
明
で
き

（
胆
）

い
っ
た
。

ち
な
み
に
こ
の
前
日
、
ロ
シ
ア
革
命
二
八
週
記
念
日
演
説
で
モ
ロ
ト
フ
は
、
科
学
技
術
の
利
用
、
と
く
に
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
に
つ

い
て
ふ
れ
、
ソ
連
の
科
学
技
術
の
発
展
、
を
強
調
し
た
。
「
我
々
に
も
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
、
そ
の
他
の
多
く
が
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
」
と

る、
￣￣ 
。

モ
ス
ク
ワ
外
相
会
識
二
九
四
五
年
一
二
月
）
再
考
（
下
）
（
下
斗
米
）

七
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九
日
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
こ
れ
に
関
す
る
覚
え
書
き
で
、
こ
の
よ
う
な
修
正
は
、
米
国
政
府
が
総
司
令
部
に
出
す
指
令
す
べ
て
に
わ
た

っ
て
四
国
の
合
意
、
つ
ま
り
は
ソ
連
の
拒
否
権
が
必
要
に
な
る
こ
と
に
な
る
、
と
難
色
を
示
し
た
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
ソ
連
側
の

提
案
と
は
、
モ
ロ
ト
フ
や
ス
タ
ー
リ
ン
が
難
色
を
示
し
た
ル
ー
マ
ー
ー
ァ
の
よ
う
な
統
治
方
式
か
ら
の
修
正
に
な
る
と
反
対
し
た
。
米
国
政

府
は
日
本
占
領
を
連
合
国
の
総
意
で
や
っ
て
い
る
の
で
あ
る
、
と
い
う
強
い
抗
議
調
の
文
書
で
あ
っ
た
。

二
月
一
二
日
に
今
度
は
ソ
連
政
府
が
米
国
政
府
に
回
答
し
た
。
そ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
案
は
依
然
と
し
て
八
’
九
月
の
日
本
占
領
初
期

の
状
況
と
認
識
が
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
米
国
政
府
が
独
断
で
、
ソ
連
な
ど
と
の
合
意
な
し
に
や
ろ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
占
領
で
の
軍

事
的
な
段
階
は
終
わ
っ
て
い
る
。
か
わ
っ
て
、
敗
北
で
日
本
で
は
新
し
い
状
況
、
政
治
経
済
文
化
行
政
な
ど
で
の
新
し
い
変
化
が
生
じ
て

（
服
）

い
る
か
ら
統
制
委
員
〈
室
も
そ
の
任
務
を
変
更
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
は
対
日
関
係
で
ア
メ
リ
カ
が
よ
り

大
き
い
責
任
を
追
う
こ
と
に
は
賛
成
し
て
い
る
が
、
し
か
し
「
資
任
は
米
国
政
府
に
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
軍
事
力
を
破
壊
す
る
事
業
に

（
、
｝

積
極
的
に
く
わ
わ
っ
た
す
べ
て
の
連
合
国
に
も
同
様
に
あ
る
。
」
と
い
う
考
え
か
・
し
、
賛
成
で
き
な
か
っ
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
最
高
司

令
官
が
多
く
の
問
題
の
決
定
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
最
高
司
令
官
が
「
最
後
の
言
葉
」
を
持
つ
の
を
承
認
し
た
し
、
い
ま
で
も
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
五
日
あ
と
に
提
出
さ
れ
た
ソ
連
政
府
の
修
正
案
で
は
、
「
連
合
軍
事
評
議
会
」
が
純
軍
事
問
題
の
み
に

対
｛
応
す
る
こ
と
と
な
っ
て
狭
す
ぎ
る
と
し
て
、
連
合
管
理
委
員
会
、
あ
る
い
は
評
議
云
云
と
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
。
そ
の
他
詳
細
な
修

（
応
）

正
提
案
が
な
さ
れ
て
い
た
。

第
六
妥
協
の
模
索

法
学
志
林
第
一
○
二
巻
第
三
・
四
合
併
号
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府
の
回
答
で
、
毎

る
と
も
言
っ
た
。

そ
の
う
え
で
ソ
連
政
府
は
統
制
委
員
会
か
、
統
制
評
議
会
と
し
、
軍
事
だ
け
で
な
く
政
治
経
済
文
化
行
政
、
財
政
に
わ
た
る
問
題
を
審

議
し
、
統
制
す
る
機
関
と
す
べ
き
で
あ
る
と
回
答
し
た
。
決
し
て
最
高
司
令
官
の
機
能
が
そ
れ
で
麻
庫
す
る
こ
と
は
な
い
、
と
も
述
べ
た
。

こ
の
回
答
は
ハ
リ
マ
ン
大
使
と
モ
ロ
ト
フ
外
相
と
の
会
談
で
表
明
さ
れ
た
が
、
そ
の
会
談
の
記
録
は
の
こ
っ
て
い
な
い
。
ハ
リ
マ
ン
は
、

（
旧
）

こ
の
会
談
か
ら
ス
タ
ー
リ
ン
が
日
本
に
つ
い
て
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
有
し
て
い
な
い
と
観
た
。

回
答
は
一
週
間
後
、
ハ
リ
マ
ン
大
使
か
ら
モ
ロ
ト
フ
外
相
へ
の
回
答
と
し
て
な
さ
れ
た
。
ハ
リ
マ
ン
は
改
め
て
一
一
月
三
日
の
米
国
政

府
の
回
答
で
、
極
東
委
員
会
と
、
対
日
理
事
会
の
二
つ
に
機
能
が
分
割
さ
れ
る
と
答
え
た
。
ま
た
政
治
問
題
は
す
べ
て
極
東
委
員
会
に
な

さ
ら
に
ハ
リ
マ
ン
は
お
も
し
ろ
い
回
答
を
し
た
。
も
し
ソ
連
が
日
本
占
領
に
軍
隊
を
送
る
と
し
た
ら
こ
れ
に
賛
成
す
る
と
い
う
も
の
で

（
旧
）

あ
る
。
も
っ
と
も
特
定
の
占
領
地
域
で
は
な
く
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
司
〈
戸
部
下
の
軍
事
力
と
し
て
の
一
員
と
し
て
で
あ
る
が
、
英
国
政
府
も

ま
た
三
万
人
規
模
で
送
る
予
定
で
あ
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
も
検
討
し
て
い
る
こ
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
モ
ロ
ト
フ
外
相
は
中
国
政
府
に
は
ど
う
か
と
聞
い
た
が
、
ハ
リ
マ
ン
大
使
は
知
ら
な
い
と
回
答
し
た
。

慎
重
と
な
っ
た
モ
ロ
ト
フ
外
相
は
、
ソ
連
政
府
は
す
で
に
ス
タ
ー
リ
ン
元
帥
と
の
話
し
合
い
で
回
答
し
て
い
る
、
と
答
え
た
。
ち
な
み

に
一
○
月
二
五
日
の
ス
タ
ー
リ
ン
は
ハ
リ
マ
ン
と
の
会
談
で
、
す
で
に
ソ
連
軍
は
満
州
で
も
戦
っ
て
、
本
州
に
も
兵
を
送
る
用
意
が
あ
る

（
釦
）

と
い
っ
た
の
に
断
ら
れ
た
、
と
い
っ
て
い
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
に
は
特
定
の
占
領
地
域
と
は
無
関
係
な
派
兵
に
は
無
関
心
で
あ
っ
た
。

モ
ス
ク
ワ
外
相
会
議
二
九
四
五
年
一
二
月
）
再
考
（
下
）
（
下
斗
米
）

九

し
か
し
例
外
な
く
す
べ
て
の
問
題
を
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
だ
け
が
指
示
す
る
、
と
は
認
め
て
い
な
い
。
ハ
リ
マ
ン
大
使
と
の
会
談
で
イ
タ
リ
ア

や
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、
ル
ー
マ
ニ
工
々
式
を
支
持
し
た
の
だ
、
ソ
連
政
府
は
こ
の
ス
タ
ー
リ
ン
と
お
な
じ
で
あ
る
、
と
い
う
強
い
口
調
の
も

や
ハ
ン
ガ
リ
ー

の
で
あ
っ
た
。
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そ
れ
に
し
て
も
な
ぜ
ス
タ
ー
リ
ン
は
東
欧
、
と
く
に
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
問
題
に
そ
れ
程
こ
だ
わ
っ
た
の
か
？
こ
の
問
題
を

解
く
鍵
は
、
核
開
発
に
あ
る
。
ソ
連
国
内
に
ウ
ラ
ン
が
当
時
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
見
つ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
で

ア
メ
リ
カ
が
原
子
力
管
理
問
題
を
独
占
的
に
、
し
か
も
ソ
連
の
拒
否
権
を
否
定
し
て
ま
で
も
、
一
元
的
な
管
理
を
し
こ
う
と
し
た
こ
と
は
、

ソ
連
に
と
っ
て
看
過
で
き
な
い
問
題
で
あ
っ
た
。

一
九
四
五
年
八
月
は
じ
め
の
広
島
・
長
崎
の
原
爆
投
下
に
衝
撃
を
受
け
た
ソ
連
指
導
部
は
早
速
、
新
し
い
核
開
発
計
画
を
打
ち
立
て
た
。

二
○
日
、
国
家
防
衛
委
員
会
決
定
九
八
八
七
は
、
政
治
局
員
で
秘
密
警
察
を
担
当
す
る
ラ
ブ
レ
ン
テ
ィ
ー
・
ベ
リ
ャ
を
委
員
長
に
、
マ
レ

ン
コ
フ
ら
と
ク
ー
ル
チ
ャ
ト
フ
ら
物
理
学
者
ら
九
名
か
ら
な
る
「
特
別
委
員
会
」
を
作
る
こ
と
を
決
め
た
。
そ
の
も
と
に
「
閣
僚
会
議
第

一
総
管
理
局
」
が
作
ら
れ
こ
の
委
員
会
の
決
定
を
実
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
委
員
会
の
三
つ
の
任
務
と
は
、
ｌ
）
科
学
技
術
の
発

（
副
）

達
、
２
）
ウ
ラ
ン
鉱
の
確
保
、
３
）
ウ
ラ
ン
製
造
産
業
の
立
ち
上
げ
、
４
）
核
爆
弾
の
製
造
、
が
あ
げ
ら
れ
た
。

（
型
）

な
か
で
も
、
第
二
の
ウ
ラ
ン
鉱
の
確
保
は
国
内
と
ソ
連
国
外
で
の
任
務
が
と
も
に
指
一
示
さ
れ
て
い
た
。
と
い
う
の
も
ソ
連
国
内
で
ウ
ラ

ン
鉱
は
当
時
ま
っ
た
く
不
十
分
に
し
か
採
掘
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
特
別
委
員
会
の
学
者
側
の
ト
ッ
プ
で
あ
っ
た
イ
ワ

ン
・
ク
ー
ル
チ
ャ
ト
フ
が
四
六
年
初
め
に
ス
タ
ー
リ
ン
宛
に
核
爆
弾
開
発
の
報
告
を
提
出
し
た
が
、
そ
こ
で
は
、
ソ
連
は
毎
年
一
○
○
’

一
五
○
ト
ン
の
ウ
ラ
ン
鉱
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
実
際
当
時
ソ
連
国
内
で
産
出
さ
れ
た
の
は
僅
か
そ
の
一
割
、
二
○
’
一
五

（
配
）

ト
ン
」
し
か
な
か
っ
た
こ
と
を
率
直
に
指
摘
し
て
い
た
。

第
七
ル
ー
マ
ー
ー
ァ
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
問
題
と
核
問
題

法
学
志
林
第
一
○
二
巻
第
三
・
四
合
併
号
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こ
の
国
家
防
衛
委
員
会
決
定
九
八
八
七
が
ソ
連
の
圏
外
で
確
保
す
べ
き
ウ
ラ
ン
鉱
と
指
定
さ
れ
た
の
は
具
体
的
に
は
「
ブ
ル
ガ
リ
ア
と

（
泌
）

チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
等
」
が
あ
が
っ
て
い
た
。
当
時
こ
の
問
題
に
関
わ
っ
た
内
務
人
民
委
員
部
の
ス
ド
プ
ラ
ト
フ
の
回
想
で
は
、
探
査
の

矛
先
は
コ
ン
ゴ
や
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
ま
で
向
か
っ
た
。

だ
が
ウ
ラ
ン
は
、
ソ
連
占
領
地
域
の
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
や
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
東
部
に
存
し
て
い
た
。
ソ
連
崩
壊
前
後
の

資
料
公
開
や
こ
れ
に
基
づ
く
研
究
で
、
ウ
ラ
ン
は
東
独
や
ブ
ル
ガ
リ
ア
か
ら
搬
入
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
四
六
年
以

降
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
首
相
と
な
る
の
が
、
四
三
年
ま
で
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
書
記
、
そ
の
後
ソ
連
共
産
党
国
際
部
長
で
あ
っ
た
ゲ
オ
ル
ギ
・
デ
ィ

ミ
ト
ロ
フ
で
あ
っ
た
の
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
問
題
に
タ
ッ
チ
し
た
ス
ド
プ
ラ
ト
フ
は
、
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
個
人
が
こ
の
ソ

連
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
鉱
物
協
会
を
監
督
、
ソ
連
内
務
人
民
委
員
部
が
管
理
し
、
ソ
連
軍
か
ら
三
○
○
人
の
技
師
が
派
遣
さ
れ
た
、
と
書
い
て

〈
恥
）

い
る
。
か
っ
て
一
二
○
年
代
当
初
の
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
闘
士
が
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
粛
清
を
実
施
し
、
戦
後
ソ
連
国
家
の
命
を
受
け
冷
戦
で

モ
ス
ク
ワ
外
相
会
議
二
九
四
五
年
一
二
月
）
再
考
（
下
）
（
下
斗
米
）

一
一

実
際
一
九
四
五
年
五
月
九
日
、
ド
イ
ツ
降
伏
の
時
点
で
ク
ー
ル
チ
ャ
ト
フ
自
身
は
、
彼
の
元
で
ウ
ラ
ン
の
確
保
に
当
た
っ
た
学
者
シ
モ

ネ
ン
コ
の
回
想
で
は
、
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
で
、
カ
イ
ザ
ー
研
究
所
な
ど
で
発
見
さ
れ
た
一
○
○
ト
ン
ほ
ど
の
ウ
ラ
ン
を
国
内
に
運
び
込

（
蛇
）

む
作
華
不
の
指
揮
に
当
た
っ
て
い
た
。
実
際
、
ク
ー
ル
チ
ャ
ト
フ
は
一
九
九
二
年
、
一
九
四
五
年
に
ベ
ル
リ
ン
で
発
見
さ
れ
た
一
○
○
ト
ン

（
型
）

の
ウ
ラ
ン
鉱
が
、
ソ
連
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
用
高
炉
建
設
を
、
つ
ま
り
核
開
発
を
一
年
早
め
た
、
と
も
証
一
一
一
一
□
し
て
い
る
。

し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
明
ら
か
に
｝
小
十
分
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
ベ
リ
ャ
な
ど
ソ
連
の
核
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
高
責
任
者
や
対
外

諜
報
錦
門
は
、
国
内
、
中
央
ア
ジ
ア
で
の
ウ
ラ
ン
鉱
探
査
と
並
ん
で
、
占
領
地
域
で
の
核
関
連
物
資
探
査
に
曜
起
と
な
っ
て
い
た
。
ア
メ

リ
カ
が
、
一
九
四
三
年
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
ラ
ー
ド
戦
以
降
、
ソ
連
へ
の
ウ
ラ
ン
提
供
を
拒
否
し
た
が
、
国
内
に
は
ま
だ
十
分
に
は
発
見
さ

リ
カ
が
、
一
九
四
三
年
の
一

れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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の
核
開
発
の
先
端
を
担
っ
た
。
実
は
四
七
年
に
は
ソ
連
で
ウ
ラ
ン
が
発
見
さ
れ
る
の
だ
が
、
ソ
連
政
府
は
米
国
に
こ
の
こ
と
を
悟
ら
れ
な

い
よ
う
に
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
へ
の
関
与
を
続
け
た
。

今
の
ロ
シ
ア
外
務
省
二
○
○
周
年
史
も
ま
た
、
戦
後
ソ
連
に
よ
る
東
欧
政
策
の
厳
格
さ
は
「
原
子
力
政
策
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
東
欧
で
ア
メ
リ
カ
軍
か
ら
の
核
攻
撃
に
対
抗
す
る
戦
争
計
画
を
立
案
し
て
い
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
ブ
ル

ガ
リ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
、
そ
し
て
東
ド
イ
ツ
に
ウ
ラ
ン
鉱
が
豊
富
で
あ
っ
た
と
い
う
「
軍
璽
｝
経
済
的
詫
窒
凶
が
あ
つ

（
幻
）

た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
ソ
連
の
ド
イ
ツ
専
門
家
で
あ
っ
た
Ｖ
・
フ
ァ
ー
リ
ン
が
こ
の
こ
と
を
指
し
て
、
核
分
裂
が
ド
イ
ツ
を
分
割
さ
せ

（
鯛
）

た
、
と
書
い
た
が
至
二
曰
で
あ
る
。

そ
の
後
も
、
特
別
委
員
会
が
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
ウ
ラ
ン
鉱
援
畑
に
関
わ
っ
た
こ
と
を
示
す
文
書
が
最
新
の
『
ソ
連
の
原
子
力
の
企
画
』
一

九
九
八
、
Ｍ
・
サ
ロ
フ
、
な
ど
の
文
書
に
多
く
出
て
い
る
。
た
と
え
ば
一
九
四
八
年
一
○
月
一
六
日
ベ
リ
ャ
か
ら
ス
タ
ー
リ
ン
の
署
名
を

求
め
た
閣
僚
会
議
の
決
定
・
命
令
一
覧
の
第
一
に
は
、
「
ブ
ル
ガ
リ
ア
で
の
Ａ
ｌ
９
（
ウ
ラ
ン
鉱
）
採
掘
増
産
計
画
と
、
ソ
連
・
ブ
ル
ガ

（
醐
）

リ
ァ
鉱
物
燭
製
云
へ
の
援
助
に
つ
い
て
、
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
の
ヤ
ヒ
モ
フ
ス
キ
イ
鉱
山
で
は
四
九
年
に
一
二
○
ト
ン
、
五
○
年
に
一
四
○
ト
ン
、
そ
し
て
五
一
年
に
一
六
○
卜

（
鋤
）

ン
も
の
ウ
ラ
ン
の
製
造
を
決
め
て
い
た
。
戦
後
ソ
連
の
ウ
ラ
ン
確
保
量
か
ら
み
て
実
に
一
一
一
分
の
二
に
あ
た
っ
た
。

合
意
か
ら
対
立
へ
、
冷
戦
へ
向
か
う
ギ
ア
は
核
を
め
ぐ
っ
て
も
確
実
に
加
速
さ
れ
た
。
ヒ
ロ
シ
マ
に
発
す
る
国
際
政
治
の
新
た
な
次
元

が
、
ソ
連
の
東
欧
政
策
を
旋
回
さ
せ
た
。
そ
し
て
こ
の
東
欧
に
お
け
る
原
子
力
政
策
は
、
ア
ジ
ア
、
と
く
に
ソ
連
の
対
日
政
策
に
再
度
隠

れ
た
形
で
跳
ね
返
っ
て
き
た
。
一
二
月
末
の
モ
ス
ク
ワ
外
相
会
議
で
ソ
連
は
、
諮
問
機
関
と
し
て
極
東
委
員
会
・
対
日
理
事
会
を
つ
く
る

と
い
う
形
式
的
な
条
件
で
、
米
国
に
よ
る
日
本
占
領
で
の
主
導
権
を
許
容
し
た
。
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こ
う
い
っ
た
一
連
の
問
題
を
解
決
す
る
場
と
し
て
設
定
さ
れ
た
の
が
一
二
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
英
米
ソ
の
モ
ス
ク
ワ
外
相
会
議
で
あ

っ
た
。
会
議
は
一
六
日
か
ら
二
六
日
と
い
う
後
半
に
開
催
さ
れ
た
。
参
加
し
た
の
は
ロ
ン
ド
ン
で
の
参
加
者
問
題
を
反
映
し
て
、
英
国
の

べ
ピ
ン
、
ソ
連
の
モ
ロ
ト
フ
、
米
国
の
パ
ー
ン
ズ
と
な
っ
た
。
連
合
国
の
定
期
協
議
は
、
ヤ
ル
タ
会
談
で
合
意
さ
れ
た
事
項
で
あ
っ
て
、

各
三
－
四
ヶ
月
に
一
度
筒
開
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
実
際
五
月
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
七
月
の
ベ
ル
リ
ン
（
ポ
ツ
ダ
ム
）
、
九
月
の

ロ
ン
ド
ン
に
つ
い
で
、
モ
ス
ク
ワ
で
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。

四
五
年
二
月
一
一
四
日
の
ハ
リ
マ
ン
大
使
と
の
会
談
で
、
バ
ー
ン
ズ
国
務
長
官
は
、
次
回
の
会
議
が
、
モ
ス
ク
ワ
で
行
わ
れ
る
こ
と
に

期
待
す
る
と
言
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
く
っ
た
。

こ
れ
を
敷
桁
し
て
、
ハ
リ
マ
ン
大
使
は
、
ロ
ン
ド
ン
会
議
で
合
意
で
き
ず
、
連
合
国
が
そ
れ
ぞ
れ
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
不
成
功
で
あ
っ

た
と
い
う
風
に
世
界
が
見
る
こ
と
に
な
る
か
ら
と
、
会
議
の
成
功
を
期
待
し
た
。
そ
の
上
で
、
会
議
の
議
題
は
な
に
と
な
ろ
う
か
と
、
個

人
的
に
モ
ロ
ト
フ
に
質
問
さ
れ
た
が
、
こ
の
会
議
ま
で
に
平
和
条
約
問
題
が
審
議
さ
れ
、
ま
た
日
本
管
理
問
題
も
ま
た
解
決
さ
れ
る
だ
ろ

う
と
の
希
望
を
表
明
し
た
。
そ
の
他
、
中
国
情
勢
、
特
に
内
戦
に
関
心
を
示
し
た
。
ブ
ル
ガ
リ
ア
問
題
も
こ
こ
で
課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ

モ
ス
ク
ワ
外
相
会
議
二
九
四
五
年
一
二
月
）
再
考
（
下
）
（
下
斗
米
〉

一一一一

そ
の
代
償
と
は
、
ソ
連
の
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
で
の
覇
権
を
英
米
が
承
認
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
だ
当
時
ソ
連
で
発
掘
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
ウ
ラ
ン
を
ブ
ル
ガ
リ
ア
な
ど
か
ら
確
保
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
一
九
四
七
年
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
で

大
量
の
ウ
ラ
ン
鉱
が
採
掘
利
用
さ
れ
る
ま
で
は
、
ソ
連
の
戦
後
東
欧
支
配
は
こ
の
点
か
ら
も
死
活
問
題
で
あ
っ
た
。

第
八
モ
ス
ク
ワ
外
相
会
議
ｌ
別
れ
の
儀
式
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更
に
九
日
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
四
人
組
に
関
す
る
詳
細
な
批
判
内
容
を
轡
き
送
っ
た
。
今
回
は
ロ
ン
ド
ン
外
相
会
議
以
来
の
外
交
路
線
に

絡
む
批
判
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
ロ
ン
ド
ン
外
相
会
識
で
の
平
和
条
約
問
題
に
関
し
て
、
ソ
連
側
が
攻
勢
に
出
、
中
国
の
イ
タ
リ
ア
問

題
へ
の
出
席
や
、
日
本
問
題
で
の
フ
ラ
ン
ス
の
参
加
に
釘
を
差
し
、
こ
の
結
果
モ
ス
ク
ワ
外
相
会
議
ま
で
に
、
英
米
側
が
譲
歩
し
た
こ
と

を
称
賛
し
た
。
ま
た
ブ
ル
ガ
リ
ア
と
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
で
の
選
挙
問
題
で
も
ソ
連
が
強
固
に
出
た
た
め
に
こ
の
件
で
も
勝
利
し
た
、
と
か

た
っ
た
。
モ
ロ
ト
フ
、
マ
レ
ン
コ
フ
、
ベ
リ
ャ
、
ミ
コ
ャ
ン
の
四
人
組
が
、
ア
メ
リ
カ
の
圧
力
に
屈
し
か
け
、
動
揺
し
、
外
人
記
者
問
題

で
リ
ベ
ラ
ル
な
態
度
を
取
っ
た
こ
と
を
な
ど
譲
歩
し
す
ぎ
た
こ
と
を
な
じ
っ
た
。
こ
の
う
え
で
、
一
二
月
後
半
の
外
相
会
議
に
も
強
固
さ

（
鍋
）

を
保
つ
べ
き
で
あ
る
と
ス
タ
ー
リ
ン
は
注
意
し
た
の
で
あ
る
。

舞
台
裏
で
は
外
交
官
達
が
動
い
た
。
二
月
二
五
日
、
米
国
国
務
長
官
が
ソ
連
大
使
ノ
ピ
コ
フ
に
モ
ス
ク
ワ
外
相
会
議
は
準
備
の
都
合

こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
、
ま
だ
休
暇
で
ソ
チ
の
垣
唾
喪
所
に
い
た
ス
タ
ー
リ
ン
は
一
二
月
五
日
電
報
を
送
り
、
モ
ロ
ト
フ
の
外
国
紙
へ
の
検
閲

（
躯
）

問
題
で
の
軟
弱
な
態
度
に
抗
議
を
し
た
の
で
あ
る
。
ス
タ
ー
リ
ン
は
一
二
月
初
旬
、
モ
ロ
ト
フ
ヘ
の
批
判
を
政
治
局
レ
ベ
ル
に
轡
き
送
っ

た
。
ミ
コ
ャ
ン
、
マ
レ
ン
コ
フ
、
ベ
リ
ャ
は
あ
わ
て
て
ス
タ
ー
リ
ン
に
弁
明
し
た
。
七
日
に
は
、
モ
ロ
ト
フ
も
ス
タ
ー
リ
ン
に
過
誤
を
認

た
。
、

め
た
。

し
か
し
モ
ス
ク
ワ
の
内
政
レ
ベ
ル
で
は
別
の
大
問
題
が
生
じ
て
い
た
。
二
月
以
降
、
外
務
省
の
検
閲
が
弱
化
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の

ロ
イ
タ
ー
の
記
事
（
’
二
月
一
一
一
日
）
が
出
た
。
こ
れ
は
革
命
記
念
日
に
外
国
人
特
派
員
と
会
っ
た
モ
ロ
ト
フ
が
、
直
接
検
閲
を
廃
止
す
る

と
ま
で
は
述
べ
な
か
っ
た
も
の
の
、
実
際
そ
の
後
検
閲
が
ゆ
る
ん
だ
こ
と
も
生
じ
、
こ
れ
を
一
二
月
の
外
国
人
特
派
員
が
好
意
的
に
番
い

た
の
だ
っ
た
。

た訂
。￣グ

法
学
志
林
第
一
○
二
巻
第
三
・
四
合
併
号

一

四
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送
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

述
べ
た
。

一
二
月
一
二
日
に
も
外
務
次
官
マ
イ
ス
キ
ー
と
ハ
リ
マ
ン
大
使
と
の
会
見
が
行
わ
れ
た
。
マ
イ
ス
キ
ー
次
官
が
な
ぜ
こ
こ
で
出
て
き
た

の
か
は
不
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
ハ
リ
マ
ン
大
使
が
モ
ス
ク
ワ
三
国
外
桐
』
会
議
の
成
功
を
願
い
、
困
難
や
意
見
の
相
違
は
あ
る
が
成
功
は

不
可
能
で
は
な
い
と
リ
ー
ク
し
た
。
そ
し
て
そ
の
リ
ー
ク
内
容
は
あ
る
意
味
で
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

ハ
リ
マ
ン
は
、
懸
案
の
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
で
も
ソ
連
の
「
特
別
の
地
位
」
、
特
別
の
利
益
を
理
解
し
て
い
る
、
と
語
っ
た
の

で
あ
る
。
し
か
し
ア
メ
リ
カ
の
世
論
が
理
解
し
う
る
よ
う
な
形
式
で
問
題
を
解
決
し
た
い
。
つ
ま
り
、
両
国
が
ソ
連
に
差
し
出
さ
れ
た
と

か
、
選
挙
が
自
由
で
な
い
と
か
、
政
府
が
ロ
シ
ア
の
槐
偶
で
あ
る
と
い
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
な
い
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
、
と
言
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
ハ
リ
マ
ン
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
側
が
比
較
的
小
さ
な
変
更
を
加
え
、
祖
国
戦
線
だ
と
か
、
政
府

に
多
少
反
対
派
が
加
わ
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
と
行
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
、
こ
の
問
題
で
面
子
を
繕
え
ば
妥
協
し
て
良
い
と
い
う
サ
イ
ン
を

一
二
月
八
日
、
ハ
リ
マ
ン
大
使
と
モ
ロ
ト
フ
外
相
は
会
見
し
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
に
よ
る
内
部
で
の
批
判
を
モ
ロ
ト
フ
は
感
じ
て
い
た
。

強
硬
路
線
を
う
け
て
モ
ロ
ト
フ
外
相
は
、
ア
メ
リ
カ
側
が
北
中
国
で
の
日
本
軍
の
撤
兵
と
日
本
へ
の
搬
送
が
あ
る
と
い
う
議
題
を
出
し
た
。

ハ
リ
マ
ン
は
、
北
中
国
に
ま
だ
日
本
軍
の
武
装
解
除
さ
れ
な
い
部
分
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
米
国
軍
の
派
遣
と
中
国
援
助
を
正
当
化
し
た
。

モ
ロ
ト
フ
は
、
も
は
や
そ
こ
で
の
日
本
軍
は
武
装
解
除
さ
れ
た
と
行
っ
て
こ
れ
を
認
め
な
か
っ
た
。
ハ
リ
マ
ン
大
使
は
な
お
、
北
中
国
へ

の
米
国
軍
の
導
入
問
題
を
含
め
よ
う
と
し
た
。
ハ
リ
マ
ン
は
、
満
州
で
の
国
民
党
軍
と
共
産
党
軍
の
内
戦
が
始
ま
っ
て
い
る
と
か
ら
だ
と

を
伝
え
た
。

で
一
二
月
後
半
が
望
ま
し
い
と
告
げ
た
。
こ
れ
を
う
け
て
二
七
日
、
モ
ロ
ト
フ
は
ハ
リ
マ
ン
大
使
に
、
一
五
日
に
開
催
予
定
で
あ
る
こ
と

モ
ス
ク
ワ
外
相
会
議
二
九
四
五
年
一
二
月
）
再
考
（
下
）
（
下
斗
米
）

一

五
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ハ

ま
た
ハ
リ
マ
ン
大
使
は
も
う
一
つ
の
懸
念
、
日
本
問
題
に
つ
い
て
も
和
解
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
い
た
。
つ
ま
り
日
本
で
も
ア
メ
リ
カ
は

〈
鋼
）

問
題
を
独
占
し
て
解
決
し
よ
う
と
は
思
わ
な
い
、
責
任
を
英
中
ソ
と
分
割
し
よ
う
で
は
な
い
か
と
提
起
し
た
。
マ
イ
ス
キ
ー
は
、
こ
れ
は

自
分
の
考
え
で
は
な
い
と
い
っ
た
が
、
な
お
も
ハ
リ
マ
ン
は
、
外
相
会
議
を
成
功
さ
せ
よ
う
で
は
な
い
か
と
、
妥
協
の
サ
イ
ン
を
送
っ
た

ハ
リ
マ
ン
大
使
は
な
お
、
前
ロ
ン
ド
ン
外
相
会
議
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
の
は
、
パ
ー
ン
ズ
の
国
際
問
題
で
の
経
験
不
足
が
問
題
だ

（
妬
）

っ
た
と
ま
で
い
っ
た
。
米
国
外
交
の
特
色
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
「
法
律
家
的
・
道
徳
家
的
発
想
」
（
Ｇ
・
ケ
ナ
ン
）
の
問
題
で
あ
る
。
ハ

リ
マ
ン
も
パ
ー
ン
ズ
が
、
法
律
家
出
身
で
あ
る
た
め
に
柔
軟
性
に
欠
け
、
「
外
交
で
は
政
治
的
判
断
が
、
法
的
に
考
え
る
こ
と
に
優
先
す

べ
き
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
い
ま
や
ハ
リ
マ
ン
は
、
パ
ー
ン
ズ
に
柔
軟
に
な
る
べ
き
こ
と
を
訴
え
て
い
る
、
と
ソ
連
側
に
伝
え
た
。

マ
イ
ス
キ
ー
も
、
ソ
連
側
、
ハ
リ
マ
ン
大
使
に
、
「
対
等
の
原
則
」
が
あ
れ
ば
問
題
は
克
服
で
き
る
と
強
調
し
た
。
つ
ま
り
米
ソ
外
交
官

は
こ
の
時
点
で
取
引
を
は
か
ろ
う
と
し
て
い
た
。

こ
の
マ
イ
ス
キ
ー
会
見
メ
モ
は
別
の
意
味
で
も
重
要
で
あ
っ
た
。
彼
は
注
記
し
て
、
ハ
リ
マ
ン
に
、
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
を
聞

い
た
が
、
ハ
リ
マ
ン
は
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
と
答
え
た
。
ソ
連
側
が
ど
の
争
占
に
真
の
関
心
が
あ
る
か
を
示
し
て
い
た
。
つ
ま
り
核
管
理

（
妬
）

問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
と
も
か
く
米
ソ
外
交
で
の
一
券
協
が
可
能
と
な
っ
た
。

こ
う
し
て
外
相
会
議
は
は
じ
ま
っ
た
。
参
加
者
は
、
ソ
連
が
モ
ロ
ト
フ
を
代
表
に
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
パ
ー
ズ
、
英
国
の
べ
ピ
ン
を
代
表

と
し
て
い
た
。
前
回
と
は
異
な
っ
て
、
中
仏
の
外
相
は
当
初
か
ら
の
構
成
者
で
は
な
か
っ
た
。

一
八
日
に
は
モ
ス
ク
ワ
に
や
っ
て
き
た
パ
ー
ン
ズ
国
務
長
官
と
モ
ロ
ト
フ
外
相
と
が
会
っ
た
。
パ
ー
ン
ズ
は
ス
タ
ー
リ
ン
の
健
康
の
様

子
を
聴
い
た
が
、
モ
ロ
ト
フ
は
良
く
な
っ
た
と
答
え
た
。
そ
の
あ
と
焦
点
の
ル
ー
マ
ニ
ア
承
認
問
題
に
移
っ
た
。
パ
ー
ン
ズ
は
、
ヤ
ル
タ

こ
と
に
注
目
で
き
る
。
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二
四
日
報
道
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
は
、
イ
タ
リ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
そ
し
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
い
っ
た
旧

枢
軸
国
と
の
平
和
条
約
問
題
に
決
着
が
つ
い
た
。
こ
の
結
果
、
仏
、
中
に
も
個
別
に
参
加
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
。
こ
こ
に
は
ブ
ラ
ジ
ル
の

よ
う
な
国
だ
け
で
な
く
、
ベ
ロ
ル
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
名
前
も
ソ
連
と
は
別
個
に
挙
げ
ら
れ
た
。

た
と
え
ば
イ
タ
リ
ア
と
の
平
和
条
約
交
渉
に
は
フ
ラ
ン
ス
も
招
か
れ
た
。
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、
英
米
ソ
の

モ
ス
ク
ワ
外
相
会
議
二
九
四
五
年
一
二
月
）
再
考
（
下
）
（
下
斗
米
）

一
七

こ
う
し
た
過
程
を
経
て
、
一
二
月
一
六
－
二
六
日
、
モ
ス
ク
ワ
外
相
会
議
が
開
か
れ
、
妥
協
が
成
立
し
た
。
こ
う
し
て
日
本
占
領
で
の

米
国
の
主
導
権
を
承
認
し
た
対
日
理
事
会
・
極
東
委
員
会
問
題
は
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
・
ル
ー
マ
ニ
ア
承
認
問
題
と
バ
ー
タ
ー
さ
れ
て
決
着
し

た
。

イ
ナ
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
シ

ズ
長
官
も
納
得
し
た
。

協
定
で
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
で
の
民
主
的
変
化
を
承
認
の
条
件
と
し
た
が
、
そ
う
な
っ
て
い
な
い
で
は
な
い
か
、
リ
ベ
ラ
ル
で
親

ソ
的
な
米
国
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
と
の
意
見
も
そ
う
で
あ
る
が
、
し
か
し
承
認
へ
の
可
能
性
を
追
求
し
た
い
、
と
発
言
し
た
。

問
題
は
東
欧
な
ど
の
国
と
の
平
和
条
約
を
単
一
の
会
議
で
や
る
の
か
、
そ
れ
と
も
個
別
に
や
る
か
と
い
う
問
題
と
も
重
な
っ
た
。
ア
メ

リ
カ
は
、
戦
争
は
東
西
で
も
不
可
分
で
あ
る
の
だ
か
ら
一
回
の
会
議
で
決
着
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
イ
タ
リ
ア
か
ら
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
ま
で
、
一
挙
に
か
た
た
ず
け
た
い
、
と
い
う
考
え
で
あ
っ
た
。
だ
が
モ
ロ
ト
フ
は
、
ル
ー
マ
ー
ー
ァ
と
た
と
え
ば
ポ
ー
ラ
ン
ド

（
師
）

は
戦
争
し
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
同
一
の
テ
ー
ブ
ル
で
片
づ
け
ら
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ど
の
国
を
講
和
会
議
に
招
く
か
で

も
、
い
ぜ
ん
議
論
が
分
か
れ
た
。

結
局
、
二
○
日
に
モ
ロ
ト
フ
外
相
は
ス
タ
ー
リ
ン
か
ら
の
電
話
と
し
て
、
ソ
連
が
難
色
を
示
し
た
イ
ン
ド
と
米
国
が
反
対
し
た
ウ
ク
ラ

イ
ナ
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
を
加
え
て
、
バ
ー
ン
ズ
が
一
八
日
に
提
起
し
た
二
一
国
で
講
和
会
議
を
開
く
こ
と
で
い
い
と
言
う
こ
と
で
、
バ
ー
ン
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こ
の
う
ち
、
対
日
理
事
会
五
項
で
の
司
令
官
の
権
限
に
つ
い
て
は
、
米
国
側
が
、
ソ
連
の
顔
を
た
て
、
状
況
が
許
す
限
り
、
議
長
が
事

（
犯
）

一
別
に
理
事
会
に
相
談
す
る
と
い
う
項
目
を
入
れ
て
、
モ
ロ
ト
フ
も
納
得
し
た
。
も
ち
ろ
ん
議
長
の
最
終
的
決
定
権
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

た
だ
し
、
軍
事
作
戦
や
領
土
問
題
の
解
決
に
は
委
員
会
は
関
与
で
き
な
い
仕
組
み
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
領
土
問
題
は
こ

の
レ
ベ
ル
で
は
解
決
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
、
固
定
化
さ
れ
た
。

委
員
会
は
対
日
理
事
会
の
形
成
を
待
っ
て
、
日
本
占
領
管
理
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
制
度
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

委
員
会
は
、
米
ソ
中
英
の
四
国
の
支
持
が
あ
れ
ば
多
数
決
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
部
は
ワ
シ
ン
ト
ン
に
お
く
こ
と
と
な
っ
た
。

中
国
の
参
加
を
含
め
、
三
国
は
対
日
理
事
会
に
つ
い
て
は
、
東
京
に
お
き
、
最
高
司
令
官
が
議
長
と
な
り
、
ソ
連
代
表
、
米
国
代
表
、

中
国
代
表
、
そ
れ
に
英
国
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
イ
ン
ド
を
代
表
す
る
人
物
、
か
ら
構
成
さ
れ
た
。
二
週
間
に
少

な
く
と
も
一
回
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

悪
法
の
概
成
、
内
閣
全
体
の
交
代
な
ど
で
一
国
が
最
高
司
令
官
に
同
意
し
な
い
と
き
も
、
極
東
委
員
会
が
開
催
さ
れ
る
ま
で
は
議
長
の

法
学
志
林
第
一
○
二
巻
第
三
・
四
合
併
号

一
八

三
国
だ
け
で
あ
っ
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
の
交
渉
は
、
英
ソ
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
個
別
交
渉
が
終
わ
っ
て
か
ら
全
体
の
会
議
が

四
六
年
五
月
ま
で
に
開
か
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
に
連
合
国
と
し
て
戦
っ
た
国
連
加
盟
国
す
べ
て
が
招
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
問
題
と
並
ん
で
重
要
で
あ
っ
た
の
は
、
極
東
委
員
会
、
対
日
問
題
理
事
会
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
に
は
中
国
も
加
わ
る
こ
と

が
三
国
外
相
で
合
意
さ
れ
た
。
委
員
会
メ
ン
バ
ー
は
、
イ
ン
ド
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
含
め
た
一
一
国
と
な
り
、
委
員
会
は
日
本
降
伏
の
条
件

を
実
施
す
る
た
め
の
政
治
路
線
、
原
則
、
全
般
的
基
礎
を
定
め
、
最
高
司
令
官
の
指
令
や
、
決
定
に
つ
い
て
各
国
の
見
直
し
要
求
を
検
討

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

悪
法
の
樹
成
、
内
閣
へ

権
限
が
有
効
で
あ
っ
た
。

Hosei University Repository



（
岨
）

活
動
を
－
し
始
め
て
い
た
。

ル
ー
マ
ニ
ア
に
つ
い
て
も
英
米
を
満
足
さ
せ
る
人
事
の
手
直
し
を
示
唆
し
た
。

（
禍
）

」
鷲
宮
理
に
つ
い
て
は
外
相
会
議
で
は
、
ソ
連
側
は
米
国
の
核
独
占
と
い
う
事
実
を
ま
え
に
、
関
心
が
な
い
様
子
を
一
不
し
た
。
四
六
年
一

月
に
国
連
は
一
月
総
会
で
原
一
十
力
委
員
会
創
設
に
つ
い
て
決
定
し
た
が
、
ソ
連
は
米
国
の
こ
の
独
占
を
突
破
す
る
た
め
に
す
で
に
多
く
の

（
他
）

説
明
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
も
一
二
月
に
米
ソ
の
駆
け
引
き
は
終
わ
り
、
こ
の
よ
う
に
発
足
し
た
管
理
機
関
は
、
結
局
一
九
五
一
年
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

条
約
に
よ
っ
て
日
本
が
独
立
す
る
た
め
不
要
に
な
り
解
散
す
る
こ
と
に
な
る
。
最
初
の
会
議
に
出
席
し
た
ソ
連
の
軍
人
・
外
交
官
イ
ワ
ノ

フ
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
会
議
は
明
治
生
命
ビ
ル
で
開
か
れ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
「
日
本
占
領
機
関
の
規
定
に
つ
い
て
」
と
い
う
文
書

（
鍋
）

を
読
み
上
げ
た
あ
と
退
席
し
た
た
め
、
議
論
も
な
く
散
会
に
な
っ
た
と
い
う
。
ち
な
み
に
イ
ワ
ノ
フ
は
本
国
か
一
ｂ
一
九
五
○
年
に
壼
泉
に

戻
り
、
こ
の
会
議
に
出
席
し
た
が
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
不
在
の
会
議
も
ま
た
三
○
秒
で
終
わ
っ
た
と
い
う
。
同
盟
国
と
の
関
係
で
も
マ
ッ
カ

な
お
、
こ
の
ほ
か
、
外
相
会
議
は
、
朝
鮮
に
つ
い
て
の
独
立
国
家
創
設
の
た
め
の
措
圃
、
中
国
内
戦
の
終
焉
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ブ
ル
ガ

リ
ア
、
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
委
員
会
の
創
設
、
に
つ
い
て
も
合
意
し
た
。
ブ
ル
ガ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
が
、
「
ブ
ル
ガ

（
机
）

リ
ァ
議
会
が
新
政
府
に
若
干
の
非
共
産
党
メ
ン
バ
ー
を
入
れ
る
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
か
た
っ
た
。
ち
な
み
に
一
一
七
日
、
ブ

ル
ガ
リ
ア
公
使
Ｄ
・
ミ
ハ
ル
チ
ェ
フ
に
あ
た
え
た
モ
ロ
ト
フ
の
外
相
会
議
の
説
明
は
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ル
ー
マ
ー
ー
ァ
と
原
子
力
委
員
会
の

（
杣
）

－
サ
ー
の
事
圭
天
上
の
独
裁
で
あ
っ
た
。

こ
の
外
相
会
議
決
定
は
、
こ
う
し
て
、
対
日
管
理
、
原
子
力
管
理
、
東
欧
管
理
に
つ
い
て
の
バ
ー
ゲ
ン
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

モ
ス
ク
ワ
外
相
会
議
二
九
四
五
年
一
二
月
）
再
考
（
下
）
（
下
斗
米
）

一

九
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モ
ス
ク
ワ
外
相
会
議
が
二
六
日
に
終
わ
っ
た
あ
と
の
一
一
一
月
一
一
九
日
、
政
治
局
は
対
外
関
係
で
の
重
要
決
定
を
行
っ
た
。
モ
ロ
ト
フ
外

相
の
権
限
を
一
部
削
減
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
が
こ
の
問
題
を
直
接
提
起
し
た
。
こ
の
時
の
会
議
で
は
、
対
外
関
係

で
は
政
治
局
に
五
○
名
規
模
の
対
外
関
係
の
委
員
会
を
も
う
け
る
べ
き
事
、
中
央
委
員
会
対
外
政
策
部
を
作
る
こ
と
、
を
決
め
た
。
政
治

局
に
新
設
さ
れ
た
外
交
部
委
員
会
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
、
モ
ロ
ト
フ
、
ベ
リ
ャ
、
ミ
コ
ャ
ン
、
マ
レ
ン
コ
フ
、
そ
し
て
新
星
ジ
ダ
ー
ノ
フ
か

ら
な
る
こ
と
に
な
っ
た
。
実
質
的
に
は
モ
ロ
ト
フ
と
彼
を
含
む
四
人
組
に
対
す
る
認
資
と
い
え
た
。
対
外
的
に
は
厳
し
い
立
場
を
取
る
ジ

（
帽
）

ダ
ー
ノ
フ
が
入
っ
た
。
モ
ロ
ト
フ
は
一
応
許
さ
れ
た
が
、
彼
の
権
限
は
縮
小
し
た
。
か
わ
っ
て
六
名
委
員
会
が
対
外
活
動
を
取
り
仕
切
る

こ
と
に
な
っ
た
。
ジ
ダ
ー
ノ
フ
の
台
頭
が
注
目
で
き
る
。
や
が
て
こ
の
六
名
委
員
会
は
モ
ロ
ト
フ
の
独
自
性
は
こ
う
し
て
な
く
な
っ
た
。

四
六
年
一
○
月
に
は
ポ
ズ
ネ
セ
ン
ス
キ
ー
も
こ
の
委
員
会
に
加
わ
っ
て
七
人
委
員
会
と
な
っ
た
。

四
六
年
一
月
末
、
本
国
に
帰
る
ハ
リ
マ
ン
は
モ
ロ
ト
フ
（
二
○
日
）
と
、
ス
タ
ー
リ
ン
に
（
二
一
一
一
日
）
そ
れ
ぞ
れ
帰
国
の
挨
拶
を
し
た
。

ス
タ
ー
リ
ン
が
対
日
問
題
で
満
足
し
て
い
る
こ
と
に
大
使
は
注
目
し
た
。
も
っ
と
も
天
皇
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
制
度
と
し
て
も
個
人
と

（
媚
）

し
て
も
残
す
こ
と
に
反
対
だ
、
と
い
っ
た
。

二
月
九
日
、
ス
タ
１
リ
ン
は
、
ポ
リ
シ
ョ
イ
劇
場
で
、
資
本
主
義
と
社
会
主
義
と
は
両
立
し
な
い
、
両
体
制
の
対
立
は
不
可
避
と
い
う

演
説
を
行
っ
た
。
同
時
に
、
「
あ
ら
ゆ
る
偶
然
時
か
ら
祖
国
を
守
る
た
め
」
、
「
三
つ
の
新
五
カ
年
計
画
に
相
当
す
る
」
工
業
化
を
や
ら
れ

（
Ｗ
）
 

ば
な
雲
ｂ
な
い
、
と
も
い
っ
た
。
原
爆
を
ふ
く
む
科
学
技
術
を
基
礎
に
し
た
工
業
化
の
た
め
の
計
画
で
あ
っ
た
。
ソ
連
は
満
州
か
ら
も
、
イ

終
わ
り
に
Ｉ
対
英
米
協
調
の
終
わ
り
Ｉ

法
学
志
林
第
一
○
二
巻
第
三
・
四
合
併
号

二

○ 
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モ
ロ
ト
フ
は
副
首
相
兼
外
相
で
あ
っ
た
が
、
外
務
省
内
で
の
権
限
は
縮
小
さ
れ
、
ピ
シ
ン
ス
キ
ー
外
務
次
官
が
総
括
担
当
に
昇
格
し
た
。

リ
ト
ビ
ノ
フ
ら
対
米
関
係
者
は
左
遷
さ
せ
ら
れ
た
。

当
時
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で
モ
ロ
ト
フ
外
相
と
ビ
シ
ン
ス
キ
ー
次
官
と
の
間
に
小
競
り
合
い
が
生
じ
た
。
こ
の
検
事
出
の
次
官

が
反
論
し
た
と
こ
ろ
、
モ
ロ
ト
フ
は
「
政
治
局
員
に
何
を
言
う
の
か
」
と
怒
っ
た
。
ビ
シ
ン
ス
キ
ー
も
「
最
高
会
議
員
で
あ
る
自
分
に
そ

う
言
う
権
利
は
な
い
」
と
言
い
返
し
た
、
と
い
う
。
あ
き
ら
か
に
対
米
協
調
、
連
合
国
時
代
の
米
ソ
関
係
か
ら
、
冷
戦
へ
向
か
う
厳
し
い

認
識
が
示
さ
れ
た
。
核
問
題
が
こ
の
態
度
の
硬
化
の
背
景
に
あ
っ
た
。
日
本
へ
の
権
利
を
捨
て
て
も
、
ウ
ラ
ン
を
確
保
し
た
い
。
ス
タ
ー

リ
ン
指
導
部
の
新
し
い
強
硬
的
認
識
の
現
れ
、
つ
ま
り
冷
戦
へ
の
転
換
点
で
あ
っ
た
。

ラ
ン
か
ら
も
撤
兵
の
そ
ぶ
り
も
し
め
さ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
、
国
務
省
か
ら
の
求
め
に
応
じ
て
、
二
二
日
に
、
ケ
ナ
ン
臨
時
大
使

（
相
〉

も
ソ
連
へ
の
警
戒
を
一
不
し
た
著
名
な
八
○
○
○
字
電
文
を
送
る
こ
と
に
な
っ
た
。
チ
ャ
ー
チ
ル
も
ま
た
一
一
一
月
五
日
、
著
名
な
フ
ル
ト
ン
演

説
で
、
ア
ド
リ
ア
海
か
ら
バ
ル
ト
海
ま
で
、
鉄
の
カ
ー
テ
ン
が
引
か
れ
て
い
る
と
い
う
演
説
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

四
六
年
三
口
瓜
政
府
の
改
組
で
外
務
人
民
委
員
会
議
は
外
務
省
に
変
わ
っ
た
。
人
民
委
員
会
議
と
い
っ
た
レ
ー
ニ
ン
時
代
の
革
命
政
府

で
は
な
く
、
閣
僚
会
議
へ
と
政
府
の
呼
称
が
変
わ
っ
た
こ
と
は
も
は
や
革
命
で
は
な
く
、
秩
序
維
持
が
政
府
の
任
務
で
あ
る
こ
と
を
示
す

で
は
な
く
、
閣
僚
〈

も
の
で
も
あ
っ
た
。

（
１
）
０
．
画
。
ｐ
厨
房
。
‐
シ

（
２
）
『
②
三
）
宍
の
』
空

（
３
）
『
の
。
つ
司
函
尋
）
宍

（
４
）
『
凹
筥
）
宍
Ｐ
唖
』
．

『
②
三
）
宍
の
。
ご
②
Ｉ
一
・

０
．
馬
冒
宍
。
‐
シ
ニ
の
已
宝
恩
ェ
、
弐
三
の
Ｑ
『
ェ
○
三
の
雪
雲
型
］
垣
急
Ｉ
ご
盆
》
三
・
・
ｇ
三
・
弓
．

『
の
Ｃ
Ｄ
日
諄
）
【
望
穴
Ｏ
Ｐ
Ｑ
【
句
』
三
○
『
已
凹
臣
臣
色
○
国
葛
已
Ｒ
【
○
円
。
Ｅ
』
岳
三
重
陸
■
【
丙
ロ
Ｃ
Ｏ
因
筥
已
忌
『
雪
の
酉
○
天
冤
三
の
『
。
Ｅ
・
・
三
・
・
酉
ｇ
』
・
］
『
．

モ
ス
ク
ワ
外
相
会
議
二
九
四
五
年
一
二
月
）
再
考
（
下
）
（
下
斗
米
）

一
一
一
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（
皿
）
国
司
◎
宮
口
四
目
目
の
口
冒
【
］
ロ
§
『
ｏ
ロ
ロ
ロ
。
。
。
◎
冨
冨
畠
冒
ｘ
聾
演
Ｃ
ご
罠
の
胃
目
・
冨
・
・
曽
晨
マ
ヨ
画
Ｉ
『
一
・

（
犯
）
浸
司
◎
己
げ
国
：
属
■
ザ
圏
蛋
毎
房
望
つ
邑
閏
◎
回
国
四
○
○
ｐ
◎
冨
冒
患
冨
呂
勧
Ｈ
田
頂
◎
民
昌
冨
の
胃
回
国
・
巨
・
・
唾
ｇ
←
・
巴
暉
Ｉ
三
‐

（
調
）
円
豊
『
〉
宍
の
・
雪
⑭
・
四
六
年
時
点
で
圃
丙
で
は
豊
か
な
ウ
ラ
ン
鉱
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
、
と
報
告
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
’
九
五
三
年
、
誕
任
者
の
一

人
ザ
ベ
ー
ー
ャ
ー
ギ
ン
は
、
ソ
連
で
の
ウ
ラ
ン
の
か
な
り
の
部
分
が
外
国
で
入
手
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
い
た
。
デ
ー
ヴ
ィ
ド
・
ホ
ロ
ウ
エ
イ
、
『
ス
タ
ー
リ
ン

と
原
爆
』
上
、
一
九
九
七
年
二
五
四
ペ
ー
ジ
。

（
別
）
国
ロ
ロ
ロ
富
０
．
国
囚
員
。
『
◎
日
ｇ
員
。
ｎ
．
ロ
ロ
。
①
冒
凶
向
。
丙
冨
【
の
胃
ｚ
ｐ
ｏ
８
ｏ
三
富
畠
冨
畠
胃
目
目
Ｃ
因
農
園
・
国
匡
曰
・
』
・
言
．
．
》
』
＄
Ｉ
貫
筥
＠
・
も
う
一
人
の

核
蝿
弾
製
造
の
父
ハ
リ
ト
ン
も
ベ
ル
リ
ン
で
こ
の
ウ
ラ
ン
鉱
探
し
に
あ
っ
た
狂
言
○
弓
覺
【
熊
（
Ｐ
圏
函
ク
ル
チ
ャ
ト
フ
は
こ
の
ベ
ル
リ
ン
で
発
見
さ
れ
た
一
○
○

ト
ン
の
ウ
ラ
ン
鉱
が
ソ
連
の
核
開
発
を
一
年
早
め
た
、
と
九
二
年
に
発
言
し
た
。
『
ｇ
『
葵
Ｐ
愚
『
．

グヘ－、へ－，￣、￣、￣、へ伊再、へ～、￣、〆■■￣、￣￣、

2０１９１８１７１６１５１４１３１２１１１０９８７６５ 
－〆～'～ゲ－グ～ジ、￣～ザ－グ～〆-－～ず－－〆～夕－

弓
四
二
）
宍
ゆ
め
空
。

Ｃ
Ｏ
回
国
同
宍
。
．
シ
三
の
己
罠
天
岱
記
。
天
星
の
。
『
宝
。
Ｅ
の
霞
笛
幽
ご
』
、
ｌ
忌
公
②
。
シ
白
。
ご
画
ｃ
つ
』
。
⑫
⑤
。

○
：
国
菖
《
。
，
缶
三
の
已
畠
恩
胃
尻
混
の
。
畠
。
ｐ
】
の
西
雪
勘
ご
命
－
ご
お
・
三
・
・
ｇ
三
・
』
ｓ
・

Ｃ
Ｏ
団
⑱
『
○
宍
。
ｏ
尹
三
⑱
□
萬
宍
“
崖
、
尻
屋
①
。
『
塁
。
Ｅ
の
霞
函
画
乞
一
切
１
＄
←
Ｐ
冨
・
・
噂
Ｃ
Ｃ
一
・
ｓ
⑬

三
・
の
呂
臣
一
目
曰
冨
シ
ロ
］
の
１
．
目
ｏ
Ｑ
２
ｇ
丘
。
。
。
『
」
眉
目
・
号
の
◎
１
巴
曰
。
［
戸
冒
８
宣
言
回
『
・
○
〆
３
己
』
①
忠
一
９
．

。
。
□
四
句
【
。
ｏ
シ
罠
の
冨
恩
胃
園
の
。
ヨ
ェ
Ｃ
Ｅ
２
園
』
震
、
Ｉ
』
垣
溢
・
言
’
９
Ｅ
・
皀
切
．

目
印
屋
）
宍
の
。
ｇ
①
．

閂
ご
】
ロ
。
。
』
四
司

○
。
□
日
岡
【
？
シ
三
の
冨
菌
胃
百
の
Ｑ
『
塁
。
Ｅ
の
冒
観
』
の
命
‐
』
の
←
厚
冨
・
》
豊
晨
》
巴
．

冨
・
四
四
『
『
】
冒
昌
四
目
面
一
一
の
シ
ワ
の
一
・
ｍ
民

プ
リ
ッ
ト
大
使
の
友
人
で
も
あ
っ
た
こ
の
人
物
と
の
会
話
は
盗
聴
を
恐
れ
、
手
洗
い
の
中
で
行
わ
れ
た
。
ｇ
匡
・
・
旨
Ｃ
・

】す『。。】或蜀一・

弓
四
三
美
の
》
、
国
函
．

弓
、
三
）
宍
③
①
四
Ｉ
ご
切
・

弓
回
罠
漢
Ｐ
』
。
①
。

法
》
一
志
林
第
一
○
二
巻
第
三
・
四
〈
［
騨
号

目
。
ヨ
ヨ
９
．
℃
。
■
【
国
白
（
。
）
函
ｏ
ｏ
ｐ
Ｑ
『
三
国
国
胃
『
ロ
◎
国
Ｏ
Ｃ
Ｃ
で
］
の
命
－
ご
認
・
宣
・
・
曽
皀
』
房
．

一

一

二

Hosei University Repository



二戸、二■、冴閂、

３７３６３５ 
、■〆、ご〆、￣

（
犯
）
ロ
。
昌
自
ｇ
ｏ
己
。
■
宍
ロ
宍
ロ
（
ａ
）
雪
○
８
句
『
二
雪
西
淫
。
『
己
：
Ｏ
Ｃ
Ｃ
で
皀
念
１
＄
田
・
富
４
画
ｇ
函
．
。
『
や
］
農
・

（
鋼
）
ヨ
。
己
ヨ
。
【
）
ロ
。
「
（
【
■
宍
豈
】
（
⑦
）
畠
○
．
国
Ｑ
『
富
蟹
田
西
日
つ
。
国
Ｄ
Ｏ
Ｃ
勺
］
の
念
Ｉ
皀
圏
・
三
．
省
閣
ｇ
哺
・
ｑ
『
つ
．
面
白
－
画
．

（
狐
）
ハ
リ
マ
ン
の
貿
任
の
米
ソ
分
割
税
は
、
一
九
四
五
年
八
－
九
月
に
米
軍
参
謀
本
部
の
統
合
戦
争
計
画
委
員
会
な
ど
が
進
め
よ
う
と
し
て
い
た
が
、

－
サ
ー
将
軍
だ
け
で
な
く
、
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
、
パ
ー
ン
ズ
国
務
長
官
ら
が
反
対
し
た
。
竹
前
、
「
前
掲
書
』
六
四
ペ
ー
ジ
、

（
鍋
）
ジ
ョ
ー
ジ
・
ケ
ナ
ン
、
近
藤
・
飯
田
・
有
賀
訳
『
ア
メ
リ
カ
外
交
五
○
年
』
、
岩
波
、
一
九
八
六
年
、
’
一
一
ペ
ー
ジ
、
一
一
一
一
二
ペ
ー
ジ
。

（
雛
）
○
：
⑩
司
宍
。
‐
シ
三
８
雪
菌
冒
宍
掃
ｑ
冒
。
Ｅ
の
崔
冨
勘
一
震
酊
Ｉ
ご
畠
・
三
》
ｇ
三
・
一
器
．

エ
ル
ガ
ナ
、
ク
リ
ポ
〃

チ
ェ
コ
四
○
○
ト
ン
、

（
瓠
）
弓
四
三
葵
③
三
一
・

界■、￣、多角、戸へ

３０２９２８２７ 
～〆～ジ～￣～プ

（
配
）
『
豊
扇
（
ｐ
圏
『
・
下
斗
米

（
邪
）
雪
『
。
ｐ
守
国
ｍ
Ｃ
ヨ
ョ
馬
国
国
艮
一

画
目
巴
冒
盟
》
目
白
」
・
三
・
．
ご
『
．

ブ
ル
ガ
リ
ア
で
の
ウ
ラ
ン
怪
畑
の
財
政
支
出
は
コ
ス
イ
ギ
ン
財
相
が
担
当
し
て
い
た
。
つ
ま
り
ソ
連
の
財
政
支
出
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
ピ
ス
ム
ー
ト
会
社
に
つ

い
て
は
、
ソ
連
国
家
保
窒
相
の
ア
バ
ク
ー
モ
フ
が
担
当
し
て
い
た
こ
と
は
、
同
一
六
日
の
決
定
配
。
ま
た
決
定
船
は
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
で
の
問
題
と
い
う

副
題
を
持
つ
決
定
だ
が
、
一
九
四
九
－
五
一
年
の
ヤ
ヒ
モ
フ
企
業
で
の
ウ
ラ
ン
怪
砺
計
画
を
四
二
○
ト
ン
と
す
る
よ
う
チ
ェ
コ
側
と
協
議
を
指
示
し
て
い
る
。

（
『
菖
罵
の
．
Ｓ
『
・
）
ち
な
み
に
少
し
後
の
中
愈
竹
だ
が
、
一
九
五
○
’
五
四
年
の
原
子
力
産
業
に
関
す
る
決
定
で
は
、
一
九
五
○
年
の
ウ
ラ
ン
鉱
産
出
斑
は
一
六

八
五
ト
ン
と
相
笙
疋
さ
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
、
ド
イ
ツ
ビ
ス
ム
ー
ト
社
一
○
○
○
ト
ン
、
ソ
連
－
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
委
員
会
二
○
○
ト
ン
、
ソ
連
ブ
ル
ガ
リ
ア

鉱
物
隔
騨
一
室
二
五
ト
ン
、
そ
し
て
、
ソ
連
ｌ
ポ
ー
ラ
ン
ド
委
員
会
六
○
ト
ン
、
で
あ
っ
た
の
で
、
ウ
ラ
ン
の
ほ
ぼ
一
一
一
分
の
二
が
東
欧
産
で
あ
っ
た
。
（
弓
、
三
葵
Ｐ

患
ｓ
ｏ
も
っ
と
も
こ
の
リ
ス
ト
か
ら
次
第
に
ソ
連
の
国
内
で
の
生
産
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
出
て
い
る
。
一
九
四
八
年
の
祷
鳳
で
は
、
国
内
で
五
カ
所
（
フ

ェ
ル
ガ
ナ
、
ク
リ
ポ
イ
ロ
グ
、
キ
ル
ギ
ス
、
極
東
・
パ
イ
カ
ル
以
東
で
二
三
四
四
ト
ン
が
予
定
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
、
ド
イ
ツ
の
サ
ク
ソ
ン
、
一
一
○
○
ト
ン
、

チ
ェ
コ
四
○
○
ト
ン
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
三
○
ト
ン
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
二
五
ト
ン
、
と
な
っ
て
い
た
。

『
ロ
展
渓
ｐ
唇
⑰
．

ロ
．
ｎ
項
○
口
□
胃
。
Ｐ
勺
園
迺
目
恩
国
【
己
の
三
景
》
三
・
．
］
＄
口
麗
⑰

○
二
の
ロ
ス
罠
冒
８
つ
雪
因
二
言
畠
。
『
の
己
。
『
目
三
崖
。
。
『
□
四
匹
困
匡
×
月
】
宅
○
○
昌
寓
》
旬
・
》
画
》
９
９
》
四
囲
・

少
弓
○
嵩
冨
畠
目
。
の
胃
Ｏ
Ｄ
Ｃ
勺
・
」
冑
。
ｚ
箇
誤
ａ
Ｃ
ｚ
３
ど
ち
－
］
冨
公
宍
早
【
。
．
←
・
言
’
○
ｇ
ｏ
Ｐ
』
９
．
』
忠
．

『
』
冨
韓
Ｐ
】
垣
『

『
豊
扇
（
ｐ
圏
『
・
下
斗
米
『
ア
ジ
ア
冷
戦
史
』
二
○
○
四
年
、
二
九
ペ
ー
ジ
。

雪
『
。
ｐ
守
思
Ｃ
員
ず
の
国
冒
【
］
日
日
。
ｐ
》
三
・
．
砲
ｇ
」
．
、
目
・
畠
、
８
℃
二
型
ｏ
：
②
『
貝
◎
可
◎
閏
ｇ
畠
。
『
。
：
。
①
丙
『
凹
凸
。
『
皇
三
の
胃
Ｅ
ｇ
ｎ
ｐ
ｇ
畠
ェ
囚
至
冨
二
胃
目
の
‐

モ
ス
ク
ワ
外
相
会
議
二
九
四
五
年
一
二
月
）
再
考
（
下
）
（
下
斗
米
）

一

一

￣ 

-

－ 

マ
ッ
カ
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（
卿
）
ロ
豊
丘
エ
②
－
－
２
菌
］
．
、
置
一
冒
醇
己
二
】
の
国
Ｃ
冒
己
・
』
⑫
程
・
邑
四
一
の
』
ｇ
・
邦
訳
、
上
、
二
一
六

（
相
）
忌
巨
・
・
望
①
．

（
媚
）
弓
豊
ご
宍
の
・
圏
一
・

（
佃
）
、
恩
し
か
し
、
こ
の
会
議
の
宴
会
で
ア
メ
リ
カ
代
表
が
こ
の
爆
柳
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
密
輸
し
た
ら
ど
う
か
と
冗
談
を
言
っ
た
と
き
ス
タ
ー
リ
ン
は
、

冗
談
に
は
真
剣
す
ぎ
る
問
題
だ
と
気
色
ば
ん
だ
。
認
の

（
“
）
ホ
ロ
ウ
ェ
イ
、
『
前
掲
書
』
訳
上
二
三
二
ペ
ー
ジ
。

（
妬
）
ロ
。
■
弓
３
５
℃
・
届
宍
因
宍
。
（
。
）
髭
Ｃ
ｇ
３
冨
冒
冒
国
己
ｇ
ｏ
○
○
勺
］
垣
念
Ｉ
ご
麗
・
三
・
・
唖
ｇ
函
．
。
８
．
塁
‐
③
．

し
て
い
た
。

（
佃
）
、
恩

法
学
志
林
第
一
○
二
巻
第
三
・
四
合
併
号

二
四

（
犯
）
言
・
国
四
『
『
一
己
：
四
目
ご
｝
の
シ
冒
一
・
憲
二
・
】
＄
・

（
鍋
）
三
・
国
・
豈
田
四
．
Ｐ
四
コ
◎
エ
言
い
８
膳
Ｅ
目
酵
畠
匡
②
自
冒
尻
畠
Ｃ
目
の
昌
沮
目
三
・
』
垣
冨
・
麗
辱
・

（
㈹
）
イ
ワ
ノ
フ
に
よ
れ
ば
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
ソ
辿
大
使
館
に
は
ほ
と
ん
ど
こ
ず
、
い
て
も
二
－
三
分
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ソ
辿
の
映
画
監
督
ザ
ル
ヒ
が
映
画

を
撮
る
と
い
っ
た
と
き
だ
け
は
大
使
館
で
の
撮
影
に
応
じ
た
と
い
う
。
目
色
筥
美
の
》
圏
、
．

（
弧
）
『
豊
美
Ｐ
圏
、
’
魁
Ｔ
楢
彦
『
日
本
上
澤
餌
管
理
体
》
制
の
成
立
」
岩
波
番
店
、
一
九
九
一
年
、
三
三
一
ペ
ー
ジ
。

（
⑫
）
ｍ
ｏ
ｑ
８
量
目
８
℃
◎
息
』
置
伶
雇
鼠
負
』
》
』
垣
貫
豊
］
モ
ロ
ト
フ
は
公
使
に
は
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
閣
僚
に
つ
い
て
の
外
一
相
段
階
で
の
英
米
ソ
の
合
意
は
な

か
っ
た
と
い
っ
て
い
た
が
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
ゾ
ノ
ニ
一
一
｜
曰
、
ヂ
ミ
ト
ロ
フ
に
、
固
有
名
詞
を
あ
げ
て
反
対
派
か
ら
二
名
ほ
ど
、
無
名
の
閣
瞭
を
含
め
よ
と
指
示
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